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プロジェクト概要

建物、用途：新築の公共建築物
延床面積：3,600㎡ 4階建て
構造種別：鉄骨造

予定：2022年4月着工、2023年9月竣工予定
検証を行なうプロセス：設計、施工、維持管理



プロジェクト体制

BIMユーザーNON-BIMユーザー

プロジェクト責任者
美保テクノス株式会社

意匠設計
株式会社桑本建築
設計事務所

構造設計
株式会社平設計

設備設計
有限会社亀山設計

施工担当
美保テクノス
建築部

BIM担当
美保テクノス
BIM戦略部

BIMコンサル
高取建築情報コンサル
ティング株式会社
応用技術株式会社

空調設計
ダイキンHVACソリューション

中四国株式会社

空調設計・維持管理
ダイキン工業株式会社

BIMマネージャー
美保テクノス
BIM戦略部



取組み課題

課題① NON-BIMユーザーとのBIMを活用した連携
NON-BIMユーザーもBIMのメリットを享受できる環境を作る。

課題② BIM規格による効率的なFULL-BIMの構築
先に解説したようなFULL-BIMによるメリットを
プロジェクトに関わったメンバー全員享受できる構築を行なう。

課題③ メーカー(ダイキン)とのBIM技術連携
ダイキン工業が公開しているDK-BIMを活用し、
BIM技術連携手法をメーカーと共に構築していく。

課題④ 維持管理用モデルの規格化
ダイキン空調設備台帳へのデータ連携のための規格化を行なう。
リモートセンシングの実施による維持管理システム構築へと
準備を進める。

※現在、メインで取組みをしている課題

※次年度メインで取組みを予定している課題



検証項目

検証① FULL-BIMによる建築生産性向上
設計：①BIM規格に基づいた作図とルーティンワーク効率化による作業時間30％減
施工：②着工後手戻り、手直し回数 0回

③事前シミュレーションによる設備仕様・設計変更の回数 0回
④地元協力業者への2次元CADデータ作成時間 50％減

BIM規格による効率化

BIMメリットのフィードバック

施工業者への効率的な
CADデータ運用



検証項目

検証② 建築生産フロー構築のためのコスト把握
⑤最低限のFULL-BIMモデルを構築するために必要なコスト 1000万円以下

今回のFULL-BIM モデルを地方であるべき生産フローとして、
構築するのに必要となったコストなど(ソフト代、システム構築手法など)を
明確にすることで、地方のBIM活性化を進める



検証項目

検証③ 維持管理モデル構築におけるコスト把握
⑥維持管理モデル構築、維持管理システム連携のコスト 1000万円以下

≪FULL-BIMモデル≫ ≪維持管理モデル≫
維持管理ソフトウェアで活用

維持管理モデル
へ変換

今回のFULL-BIM モデルを維持管理用モデルへと変換し、
維持管理ソフトウェアで活用を行なう。
変換にかかる作業量と維持管理ソフトの導入コストがどのくらい必要か
検証を実施する。

※この検証は次年度にメインで取り組む予定としてる。



スケジュール

現在、実施設計に入ったところであり、
意匠、設備、構造の各モデルを構築している最中である。



現在の取組み報告１(クラウドBIMモデル)

社内でクラウド上のBIMモデルのシミュレーションを開催し、各人に
役割(設計者やプロジェクトリーダーなど)を持たせ実務と同様の内容を実施。

課題①、②と検証①，②に関わる取組み。



現在の取組み報告１(クラウドBIMモデル)

今回のプロジェクトに関わるメンバー全員にクラウド上のBIMモデルに参加できるように
準備を完了。また、機能説明の資料(１５P程度)を作成し、メンバー全員で共有した。

課題①、②と検証①，②に関わる取組み。



現在の取組み報告2(コンサルティング)

クラウド上のBIMモデルの使用方法や不具合などを髙取建築情報化コンサルティング、
応用技術と協議しながら、カスタマイズの依頼を月1回実施している。

課題①、②と検証①，②に関わる取組み。



現在の取組み報告3(DK-BIM)

ダイキン工業と共に、BIMデータからエクスポートしたデータを活用して、
熱負荷計算を実施。空調設備設計の妥当性確認を実施する。

課題②、③と検証②に関わる取組み。



現在の取組み報告4(クラッシュチェック)

基本設計段階でイメージをプロジェクトメンバーにイメージを掴んでもらうため、
クラッシュチェックを実施。今後は、FULL-BIMモデルでクラッシュチェックを
行ない、着工前に整合性を確保する。

課題①、②と検証①，②に関わる取組み。



今後の取組み予定１(エコボイドの流れ解析)

今回のプロジェクトではエコボイドによる換気を検討しているが、
換気がスムーズにできるのか事前に検証を行なう。

BIMデータを元にシミュレーション可能なメーカー等を調査、
コスト、必要期間を比較して、実施を行なう。

課題①、②と検証①に関わる取組み。



今後の取組み予定2(施工BIMへの変更)

現在の基本設計段階のモデルを、施工図を作成可能なモデルに
ディティールアップをしていく。

課題①、②と検証①，②に関わる取組み。



今後の取組み予定3(各モデルの構築)

各業者から提供されるCAD図やIFCファイル、T-fasのデータの
モデリングを行ない、意匠、設備、構造モデルを構築する。

課題①、②と検証①，②に関わる取組み。



今後の取組み予定4(ZEB申請の効率化)

今回のプロジェクトでは、ZEBの申請を行なうようになっている。
そのため、熱負荷計算や設備配置図をDK-BIMからの自動配置で
申請書類の効率化を進められないか実施する。

課題①、②、③と検証①，②に関わる取組み。



今年度の取組みまとめ
今年度は、意匠、設備、構造のモデルを統合して、FULL-BIMモデルで
クラッシュチェックを行なって、令和4年5月の着工前の整合性確保を行なう。
整合性を確保することによって、施工時に検証①で実施する

・ 着工後手戻り、手直し回数 0回
・ 事前シミュレーションによる設備仕様・設計変更の回数 0回

を達成させる。

≪FULL-BIMモデル≫

＜意匠モデル＞ ＜構造モデル＞ ＜設備モデル＞


